


















































































































,~''-・ ■--- ., 組むという内容であったが、本児の課題である身体の動きの調節がポイントとなっ
ていた。管楽的な要素としては、本児の歩くスピードに合わせて、本児の好きな特
急や普通電車に見立てながら体を動かすような内容で、意欲的に取り組むことがで
きていた。また会話をしながら気持ちをほぐすことで、気持ちだけでなく身体もリ
ラックスできた内容であった。最後の振り返りでは、子ども同士が授業の動画を通
して、取り組みを報告しあうことで自分を表現したり、相手の良いところに気づい
たりという素敵な仕掛けもあった。
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4. まとめと今後に向けて
本共同研究を通して、自立活動の指導における音楽の有効性が見えてきtc.aそれは音楽を中心的な活動としてでは
なく、部分的に取り入れるだけでも、その機能が十分に働くということである。例えば、ケンケンパの運動では、楽
器に合わせて動作をすることで自然と呼吸を合わせたり、間を取ったりすることができていた。また、すごろくにお
いては、《すごろくしよう》を歌うことで、活動の切り替えをスムーズに行うことができただけでなく、陽気な曲調に
よってその場の雰囲気が和やかにもなっtc.aその他、本校教員と大学教員、教職大学浣生等が連携し、それぞれの見
方や考え方を交流させることで、より多面的に子どもたちを理解することにつながり、授業の充実が図れたことも成
果として考えられる。
一方、課題としては、時間的にタイトであり、子どもたちの実態把握、課題の共通理解が十分にできていないまま
での授業づくりになってしまったことである。また自立活動の音楽の有効性についても、もう少旦菜められたらよか
ったと感じている。
本研究での成果をもとに、今後も、自立活動の授業の充実を図っていきたい。
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